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「アグリアシストとも」の拠点・活動
地域は安佐南区の中央部に位置す
る伴地区（高速4号線経由で広島市
中心部から車で約15分）です。
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伴中央

伴東

伴南

伴西

伴北

大塚

西風新都インター

沼田スマートインター

五日市インター

広島ジャンクション

伴・大塚地域
総面積：約34.9ｋ㎡
マツダスタジアム
約1520個分！
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①３つのIC（五日市IC、西風新都IC、沼田ｽﾏｰﾄIC）で囲ま
れたアストラムライン沿線（伴・奥畑・大塚）を中心に、
新興住宅団地と、古くから住んでる農業従事者が折り重
なる地域

②人口約3.6万人、世帯数約16,000世帯。田んぼや畑、
␣山林等で広島市近郊としては貴重な田園風景を残す

③地域活動が盛んで３０町内会・3学区社会福祉協議会・
␣1連合町内会が活動中

④『伴・大塚地区まちづくりのビジョンづくり』において、
␣古くからの風景に新しい街並みが融合する住みよさを実践
␣でき、自立的に発展するまちを目指す

⑤農業従事者は概ね500世帯。主に兼業農家で先祖代々の田
␣畑を継ぐ稲作を中心にした家族農業が中心（小さな農業）

⑥近年、休耕田・耕作放棄地が著しく目立ち始める



１．地区内では市街化区域・市街化調整区域・自由区域

(白地)が混在しており、それぞれの区域で農を営んでいる。
・市街化区域 ⇒宅地並み課税
・市街化調整区域⇒農地並み課税（市街化抑制地域）
・自由区域(白地・都市計画区域外)

２．農業従事者の高齢化と核家族化に伴い、後継者がいない。

３．農業従事者が直面している悩み
①高齢化に伴う体力の問題

草刈り、害虫駆除、田畑の耕作ができない
②農業環境の問題

・農機具を修理するサービス業者が少ない
・農作業を委託できる業者が少ない
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地域環境保全やまちの景観維持が困難になる

まちづくりにも支障をきたす

耕作放棄地(遊休地・休耕田)が著しく増え…



①“先祖代々の農業を継続したいんじゃが、後継者がおら
んし、後継者が決まらん”⇒「不安」

②“遊休地にはしたくないけえ、農作業の委託先を探しよ
るんじゃが見つからん” ⇒「不安」

③“いまは何とか農業をしよるが、体力的にあとどれぐら
い続けられるんかわからん” ⇒「不安」

④“市街化区域で農業をしよるが、税金が高くて農業を続
けられるか心配じゃのう“ ⇒「不安」

農業従事者の不安解消のために、今、求められていること

①今の農業を継続していくための支援

②将来に亘って伴･大塚地区の農業を持続させるための支援

7



8



9

１．農業関連のお困りごと支援事業
・体力面の支援：草刈り、除草、害虫駆除等
・環境面の支援：水の管理（田の水漏れ対応）

農機具修理

２．将来にわたって伴・大塚地区の農業が持続する
ための支援事業 (農業持続支援事業)

・伴･大塚地区の農業が地域に根付き発展させるための
伴独自の新しい農業モデル（伴モデル）の構築

３．地域環境整備事業
・学区社協（伴・伴東・大塚学区）、伴学区町内会連合会、

沼田公民館･大塚公民館と情報を共有しながら、地域の環境に
関する困りごと支援

同封しているアグリアシストとも
のチラシをご覧ください👉
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中国新聞2019年3月11日朝刊掲載「おくはたホタル公園清掃」
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全国農業新聞2019年6月７日朝刊掲載



困りごと支援の実績
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●これまでの作業実績●

・全地域への広報・口コミが行き届き、地域住民の選択肢が増えた

・リピーターが増え、作業への満足度が増している

・お困り事は氷山の一角、新しい困り事が次々出てくる

・JAが強力にバックアップしているため住民に安心感がある

・地域貢献として行政発注の作業(西風館、沼田公民館)も受託している

2019(令和元)年度 64件

2020(令和２)年度 96件

2021(令和３)年度 68件

２２８件
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1．農業従事者等の支援
①伴地区を５地域（伴中央･伴東･大塚西･伴西･伴北）

に分けて地域見守り担当を置くことで、各地域の農
業従事者の困りごと情報を素早くキャッチ！

※出資者全員（１８名）で地域見守り担当を担う

②ＪＡ伴支店が調査する組合員の困りごと情報を共有
させて頂くことで、ＪＡで対応が難しい案件につい
てはアグリで対応する！（JAとの連携）

③地域包括支援センター、介護や福祉施設職員、民生委員、

地元病院（日比野病院）と連携して（地域丸ごと連携）、

患者様の困りごと(畑や庭の心配事)を聞き取る！

④困りごとの対応のみならず、困りごとの本質を把握
して改善提案も行う（ ）



２．生産者と消費者が連携した地域支援型農業の模索

農業体験農園＋農業者協同型CSA = 伴型CSA

※CSA（Community Supported Agriculture）
生産者と消費者が連携し、前払いによる農産物の契約を通じて
相互に支え合う仕組み

農業体験農園の仕組みも取り入れて、消費者と年間契約（一括前払い）

の上、農作業・出荷作業等農場運営の協力を頂きながら、旬の収穫物を

定期的に提供するモデル

※ 次年度からの試行開始を目指してJAと準備中

農業従事者だけでなく、伴・大塚の住民が、

身近に農地がある良さを実感できる機会、

農地を知る、 関われる機会を。

⇒「農のある暮らし」の提案へ
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野菜等
受渡し

伴・大塚ならではの「農のある暮らし」 これからのイメージ

野菜等
受渡し

野菜等
受渡し

野菜等
受渡し

ハーブ、花、薬草

加工品等の販売

クラフト

サロン・講座
マルシェ出店

住民主体の
送迎・移動支援と連携

住民が
集まる場へ

移動販売

地元の魅力
を再発見！

農作業や
出荷作業などに
参加できる
機会がある

農業体験、
交流機会

JA伴支店

身近な畑から

の提案 住民の
様々な活動の場、
つながりに！

⇒ ここに住んでよかった！ 住み続けたい！
次の世代に、伴・大塚への愛着・誇りを「農」でつなげる

住宅団地と農地、商業地等が混在する
地域の魅力を活かす

生きがい就労の
機会をつくる！

地域学習
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➀菊芋栽培(令和２年度～)
・アグリアシストとも
「CSA試験農場」で、栽
培しています。

・収穫した菊芋はJA広島
市伴支店でのイベントで
アグリアシストの広報も
かねて配布しました

②落花生栽培 特産品「沼田ピーナッツ」目指して(令和４年度～)
・農業委員会との意見交換で得た情報を基に落花生栽培に挑戦中

(サルの被害あり？)



21

１．農業関連に従事されている方の困りごと解消

２．農業振興・農業経営者の確保
・消費者との交流が生まれ、地域の賑わいを創出
・消費者から将来の農業担い手を発掘

３．地域環境の保全確保
・農地の保全や管理が行き届き、景観が保たれる

・地域の賑わい創出
・災害に強い（防災の）まちづくり
・まちの景観の維持

まちづくりの推進に寄与
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１．4つのグループの設立

➀困りごと対応グループ

・農場関連のお困り事作業(機械修理等、クボタ、JAとの協力)

②CSA関連グループ

・野菜、落花生、菊芋ほかの野菜育成 ・西本農場の借用

③広報グループ

・チラシの作成 ・視察者や講演、メディアへの対応

④新事業対策グループ

・仲間(担い手)の募集 ・新規事業の開発対応 ・農業振興

お困りごと支援を重点としつつ、農業振興やまちづくり
を応援する体制を確立していく
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●「アグリアシストとも」は地域丸ごとでをモットーに活動
します。具体的には以下11団体と伴・大塚すべての30町内
会が連携します。

伴学区町内会連合会、3学区社協（伴学区、伴東学区、大
塚・伴南学区）、沼田公民館、大塚公民館、地域包括支援セ
ンター、介護や福施設職員、民生児童委員、日比野病院、Ｎ
ＰＯ法人沼田まちづくり協議会、協同労働2団体（ＧＯ郷ま
つむね、すまいるワーク）、ＪＡ広島市伴支店

●「アグリアシストとも」は伴･大塚地区の農業の持続を目
指し、【まちづくり・景観作り】に繋げます。
また、地域の皆様の想いを大切にし『寄り添い型支援』を目
標に地域の皆様から信頼を頂く努力を行います

●「アグリアシストとも」は他の地域では類を見ない独自活
動で『オンリーワン』の団体を目指します
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『やっぱり“アグリ アシストとも” じゃのう』

と言われ、信頼される運営を行い、持続可能な地

域社会の実現を目指します。
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叡啓大学生さん2名がインターシップ（大学
の体験プログラム）を利用して、お困りごと
支援の体験をしていただきました。
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